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～
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2021 1

２０２０年度全国地域実践「実践大賞」

アピールレポート（共通・設問有り）

日青協記入欄

冊子作成講習会

講師：たけべおこしプロジェクト　平田慎一さん

冊子作成

＜取材先＞

　富青年団（苫田郡鏡野町富）

　たけべおこしプロジェクト（岡山市北区建部町）

　郡青年会（岡山市南区郡）

　瀬戸内市青年団（瀬戸内市）

１日 ２０２１年 ２月 １６日

活動内容（各別にまとめて記入）

（200字程度）

参加者数

応募団体名

活動名称

岡山県青年団協議会

今年度の活動を決める会議にて、「コロナ禍でもできること」を考え、

県内の青年団体についてまとめた冊子を作ることにする。

岡山県内各地

応募部門
　地域活動の部

　教宣活動の部

おかやまけんせいねんだんきょうぎかい（ふりがな）

せいねんだんたいかつどうしょうかいさっし　えーる

青年団体活動紹介冊子『エール』

（ふりがな）

２０２０年 ６月

素人でも効果的に伝えたい情報を発信するために必要なポイントを学んだ。取材や写真撮影

の注意事項だけでなく、冊子で何を伝えたいかを考える機会となった。

掲載団体への取材

　津山市青年団体連絡協議会（津山市）

　新砥若連（新見市哲多町）

　真備町青年団（倉敷市真備町）

青年団OBへ掲載依頼し、５名の方にインタビューをした。

文章、デザイン、レイアウトを自分たちで作成した。

冊子完成・配布。読者アンケートを作成し回答を収集

活動概要

33 －

※準備から活動終了までの打ち合わせやリハーサルなど活動を行った年月を時系列で記入してください。

岡山県内で活動する青年団・青年団体を紹介する冊子『エール』を作成しました。
県内各地で活発な活動をしている青年団の好事例を取材し冊子にまとめ、読者に地域活動や青年団の
「良さ」「大切さ」を知ってもらうことを目的に活動しました
また、取材を通じて各青年団体の現状や課題、目標を知りました。さらに、冊子として発信すること
で、課題解決やさらなる成長へ繋げることを目指しました。



＜アピールポイント＞

以　上

■自由記述欄（各欄で記載できなかったこと等）

岡山の地域を盛り上げている青年の姿をこの一冊にまとめました！
ぜひ手に取って読んでみてください！

■活動中の苦労、印象深かったこと等

■活動の成果、今後の展望に関すること等

このコロナ禍において、今年度どんな活動ができるかを考える中で、人が集まるイベントはできなくても、県内の
青年団体との繋がりを深める取り組みはできないかを皆で話し合い、この青年団体の活動を紹介する冊子『エー
ル』を作ることに決めました。
事前学習として冊子講習会を開き、「何を紹介するのか？」
「誰に読んでほしいのか？」「読んだらどうなるのか？」について
メンバーで考える時間を作りました。
取材時は、各団体の活動内容に加えて、活動に対する思いや展望について
聞くことができました。
冊子の文章、デザイン、レイアウトもすべて自分たちで作成しました。

取材時、各団体の方が活動に対する思いを活き活きと話してくださるのが印象深かったです。
取材で聞いたことを正確にわかりやすく言葉にすることに非常に苦労しました。何度もメンバーでチェックし相談
しながら言葉を紡ぎ、文章作成を進めました。

『エール』の作成と通して、活動している青年団体の良さや課題を再認識することができました。今後はその良さ
や課題を他団体と共有し合うことで解決できるような共同学習の場を作っていきたいと思います。。互いに高め
合っていけるような青年同士のネットワークを構築し、青年団体が地域で持続可能な活動ができるようにしていき
たいです。

■活動のきっかけ、準備期間に関すること等

①活動の詳細を以下に自由に記載してください。文字だけでなく、写真など取り組みの様子や活動の風景なども入れても問題
ありません。
②文字の大きさやレイアウトに指定はありません。
③「いつ、誰が、どこで、どのように、何をした、その理由は？」の５W１Hがわかるように、できるだけ具体的に書くこと
を心がけてください。


